
Ⅰ．緒 言

看護基礎教育課程においては，医療の高度化，社会状況

の変化に対応しうる質の高い看護職者養成の必要から

1989年，1996年に保健師助産師看護師学校養成所指定規

則(以下，指定規則)が改正されている。しかし，指定規則

改正による教育課程の実習時間数の減少等に伴い，学生の

技術力低下が懸念され，近年では看護師の就職時の臨床実

践能力が不足している ことが指摘されている。さらに，

臨地実習では看護業務の複雑化，患者の重症化を背景とし

て医療における安全確保，患者の権利擁護の視点から看護

学生(以下，学生)が経験できる看護技術が限られる傾向が

見受けられている。このような状況の中，厚生労働省は

「看護基礎教育における技術教育のあり方に関する検討会」

を発足させ，2003年3月には同検討会による報告書が提

出された。この報告書では看護基礎教育課程の技術教育の

中でも，臨地実習に焦点があてられ，臨地実習において学

生が行なう基本的な看護技術の考え方，身体侵襲を伴う看

護技術の実習指導のあり方等が示されている 。これは，

技術教育のあり方が示されたと同時に，看護師学校養成所

において臨地実習で患者の権利を保障しつつ，学生が安
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全・安楽な技術を習得するために，指導体制の充実等を含

めた技術教育の見直しを求めたものと捉えられる。

臨地実習における学生の看護技術の習得は患者に安全・

安楽な技術を提供することと一体である。そのためには，

学内における看護技術の十分な学習が必須であり，臨地実

習での実践を前提とした看護技術演習がますます重要にな

ると考えられる。したがって，看護技術教育に携わり発展

させていくためには，現状における看護技術教育に関する

研究の動向を明らかにし，今後の研究遂行上の課題を検討

する必要がある。そこで，わが国の看護基礎教育課程にお

ける看護技術教育に関する研究の中でも基礎看護学領域に

おいて，看護の共通・基本技術の習得をめざす基礎看護技

術演習に関する研究の分析を試みた。

Ⅱ．研究目的

わが国の看護基礎教育課程における基礎看護技術演習に

関する研究の動向を明らかにし，今後の研究遂行上の示唆

を得る。

Ⅲ．用語の定義

本研究は基礎看護技術演習に関する研究に焦点をあて

た。そこで，基礎看護技術，演習および基礎看護技術演習

に関する研究について以下のように規定した。

基礎看護技術：基礎看護技術とは，基礎看護学領域にお

いて教授・学習される技術であり，かつ対象の理解と看護

実践の基礎となる共通・基本技術 である。

演 習：演習とは，教師の指導のもとに実地に研究活動

を行なう授業 とされ，基礎看護技術の演習は看護実践の

状況を想定し，教師の指導のもとに看護技術の練習を探求

的に行なう授業 と捉えられている。また，基礎看護技術

における演習は看護学生が看護師・患者役割の体験を通し

て看護技術を習得することも特徴の1つである。そこで，

本研究における演習は看護実践の状況を想定した看護師

役・患者役の役割体験を通して，学生が看護技術を習得す

る授業形態の1つとする。

基礎看護技術演習に関する研究：前述の基礎看護技術，

演習に関する規定を踏まえ，本研究における基礎看護技術

演習に関する研究とは，基礎看護学領域において，看護実

践を想定した看護師・患者役割の体験を通して看護の共

通・基本技術を習得する基礎看護技術演習に焦点をあてた

研究とする。

Ⅳ．研究方法

１．対象文献の抽出

看護基礎教育課程における基礎看護学領域は，1989年

に改正された指定規則において，従来の「看護学総論」が

「基礎看護学」となり，規定されている 。そこで，対象文

献は1989年に改正された指定規則の実践を踏まえた，

1991～2002年の12年間の基礎看護技術演習に関する原著

論文とした。

対象文献の抽出は，二次資料を医学中央雑誌とし，演

習，体験学習，学内実習，校内実習，患者シミュレーショ

ン，教育方法，看護技術，看護教育研究，看護学生，看護

教育をキーワードに1991～2002年の原著論文を検索し，

文献を抽出した。抽出した文献の中には基礎看護学領域以

外の演習に関する文献や実践報告等が含まれており，これ

らを研究対象から除外した。さらに，内容の精読を通して

基礎看護技術演習に関する論文を選定し，対象文献を入手

した。

２．分析方法

分析フォームは先行研究 を参考に作成し，それに基

づいて対象文献をデータ化した。

データのうち，論文発表年，文献の種類，研究者(第一

著者)の所属機関，看護技術項目，研究の種類，研究デザ

イン，研究対象者，データの種類，データ分析方法，研究

倫理上の問題については統計ソフトExcel2000を用い，

記述統計値を算出した。また，研究内容については研究論

文を精読し，研究内容を要約し，それらを表現する研究内

容コードを作成した。次に研究内容コードの意味内容の類

似性に基づいて分類しカテゴリ化した。研究内容の要約，

コード化，分類の信用性は研究者間の検討を通して確保し

た。

Ⅴ．結 果

1991～2002年の12年間において，前述のキーワードに

より抽出された論文は594件であった。このうち基礎看護

技術演習に関する原著論文である77件を分析対象とした。

１．対象文献数の年次推移(図1)

論文発表年については，12年間の対象文献数の年次推

移を分析した。1991～1996年の6年間の文献数は19件

(24.6％)であり，この間の各年の文献数は1～7件であっ

た。その後，1997年の0件を最低として，増加傾向を示

し1997～2002年の6年間の文献数は58件(75.4％)，1998

年以降の各年の文献数は5～16件であった。
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２．文献の種類

対象文献が掲載されていた文献の種類はすべて看護系専

門雑誌であった。その内訳は大学・短期大学・専門学校の

紀要が53件(68.8％)と最も多く6割以上を占めた。次い

で，看護系学会誌が10件(13.0％)，看護系の商業雑誌等

を含むその他が14件(18.2％)であった。

３．研究者の所属機関

研究者(第一著者)の所属機関は短期大学が40名

(51.9％)と最も多く，5割以上を占めた。次いで，大学22

名(28.6％)，専門学校9名(11.7％)，大学院1名(1.3％)，

医療施設1名(1.3％)と続き，各種学校等を含むその他が

4名(5.2％)であった。

４．看護技術項目の分類(表1)

対象文献における演習の看護技術項目の分類については

「看護学教育のあり方に関する検討会報告」で示された「『看

護基本技術』の学習項目」，「『看護ケア基盤形成の方法』の

学習項目」および基礎看護技術に関するテキスト を参考

にした。

その結果，症状・生態機能管理技術14件(18.2％)が最も

多く，その中でも静脈血採血の技術が9件と全体の

11.6％を占めた。次いで清潔・衣生活援助技術8件

(10.4％)，排泄援助技術7件(9.1％)，活動・休息援助技術

6件(7.8％)，感染予防の技術6件(7.8％)，環境調整技術

5件(6.5％)，援助的人間関係形成の方法5件(6.5％)，食

事援助技術2件(2.6％)，与薬の技術2件(2.6％)，安楽確

保の技術1件(1.3％)と続いた。そして，基礎看護技術全

般を取り扱った研究14件，複数の看護技術を取り扱った

研究6件，学生が模擬患者への援助を経験した初回の技術

を取り扱った研究1件からなるその他が21件(27.2％)で

あった。

図 1 対象文献数の年次推移

表 1 看護技術項目の分類 n＝77

看護技術項目 件 (％) 具体的看護技術名(件数)

環境調整技術 5 (6.5) ベッドメイキング(3)，リネン交換(2)

食事援助技術 2 (2.6) 食事介助(2)

排泄援助技術 7 (9.1) 床上排泄(3)，排泄介助(2)，おむつの装着(1)，浣腸(1)

活動・休息援助技術 6 (7.8) 体位変換・移乗(4)，ボディメカニクス(2)

清潔・衣生活援助技術 8 (10.4) 清拭(4)，足浴(2)，口腔ケア(1)，清拭・足浴・洗髪(1)

与薬の技術 2 (2.6) 注射(2)

症状・生態機能管理技術 14 (18.2) 静脈血採血(9)，フィジカルアセスメント(3)，バイタルサイン測定(2)

感染予防の技術 6 (7.8) 無菌操作(4)，手指の消毒(2)

安楽確保の技術 1 (1.3) 罨法(1)

援助的人間関係形成の方法 5 (6.5) コミュニケーション(4)，面接(1)

その他 21 (27.2) 基礎看護技術全般(14)，複数の看護技術(6)，模擬患者への援助を経験した初回の技術(1)
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５．対象文献の研究方法

１)研究の種類およびデザイン

研究の種類は，量的研究が37件(48.1％)，質的研究18

件(23.3％)，量・質併用研究22件(28.6％)であった。

研究デザインは，あるプログラム，実践，手順，方針等

の遂行の成果を明らかにしようとする評価研究 が38件

(49.4％)，ある集団の特性・意見・意思等を調べる目的で

行なわれる調査研究 が39件(50.6％)であった。

２)研究対象者

研究対象者は文献研究1件を除外した76件を分析した。

その結果，研究対象者は学生が70件(92.1％)と最も多く

9割以上を占めた。次いで学生と看護学教員(以下，教員)

が4件(5.3％)，看護師として就業中の卒業生が2件

(2.6％)であった。

３)データの種類(表2)

データの種類は重複集計とし，種類の総数は96件で

あった。その内訳は質問紙が54件(55.1％)と最も多く5

割以上を占め，次いで学習者のレポート・演習において実

施した課題16件(16.3％)，看護技術評価表・チェックリス

ト9件(9.2％)，観察データ8件(8.2％)，面接データ2件

(2.0％)，学生の実技試験結果2件(2.0％)，学生の筆記試

験結果1件(1.0％)，文献1件(1.0％)と続き，学生の看護

技術経験録等を含むその他が3件(3.1％)であった。

学習者のレポート，演習において実施した課題，看護技

術評価表および実技試験結果，筆記試験結果は学習者の学

習成果であり，これらをデータとしていた研究は28件

(29.2％)であった。

４)データ分析方法

データ分析方法は量的分析方法と質的分析方法に分けて

集計した。量・質併用研究については質的分析方法と量的

分析方法の部分を抽出し，それぞれ量的分析方法と質的分

析方法の件数に加えた。

量的分析方法は合計59件であった。これらのうち，

数・比率を求め検定法を実施していない研究が35件

(59.3％)，検定法を用いている研究が24件(40.7％)で

あった。

質的分析方法は合計40件であった。このうち，内容分

析が3件(7.5％)，KJ法3件(7.5％)，看護概念創出法1

件(2.5％)，既存の分析方法を用いていない方法であるそ

の他が24件(60％)であった。その他の内訳は，分析手順

を具体的に提示した研究が8件(20.0％)であり，共通性に

着目して分類したことが記述されていた研究が16件

(40.0％)であった。残る9件(22.5％)は分析方法の記述が

なく不明であった。

５)研究倫理上の問題

研究倫理上の問題の可能性の有無について，問題なしと

判断された文献は14件(18.2％)であった。これらの文献

では対象者の匿名性を保護し，研究参加の有無や回答内容

が学科成績に関与しないことを説明していた。さらに，対

象者への説明方法および承諾の有無，質問紙の配布・回収

方法・回収率等，研究倫理上の問題なしと判断できる記述

があった。

一方，研究倫理上の問題の可能性ありと判断された文献

は44件(57.1％)であった。これらの具体的内容は重複集

計とし合計48件であった。この48件の内訳は，対象者の

匿名性を保証していない43件，研究のデータ収集に対し

強制力が働いた可能性あり4件，データ収集に対し対象者

に過度な負担が生じた可能性あり1件であった。最も多

かった対象者の匿名性を保証していない文献は，対象文献

全体の55.8％を占めた。

例えば，対象者の匿名性を保証していないと判断された

文献では論文中に「本校学生」，「本校1回生」等対象者を特

定できる情報が記述されていた。中には対象者の学生が所

属する学校名が記述されている文献や「本校学生」と対象者

を特定した上で看護技術の実技試験結果をデータとして用

いている文献も存在した。また，研究のデータ収集に対し

強制力が働いた可能性ありと判断された文献では「回収率

100％」であったことが記述されている文献や，研究参加の

承諾を得ないまま学習者のレポートを授業の一環として回

収し，一旦返却せずに事後承諾を得て研究データとして使

用したことが記述されている文献も存在した。さらに，

データ収集に際し対象者に過度な負担が生じた可能性あり

と判断された文献では，頻繁に演習での看護技術実施前後

に脈拍測定を行なっていたことが記述されていた。

研究倫理上の問題の有無に関する判断困難とされた文献

は19件(24.7％)であった。これらの文献では論文中に研

究倫理上の問題について判断するための情報の記述が見あ

たらず，判断することが困難であった。

表 2 データの種類(重複集計) n＝96

データの種類 件 (％)

質問紙 54 (55.1)

学習者のレポート，演習において実施した

課題

16 (16.3)

看護技術評価表・チェックリスト 9 (9.2)

観察データ 8 (8.2)

面接データ 2 (2.0)

実技試験結果 2 (2.0)

筆記試験結果 1 (1.0)

文献 1 (1.0)

その他 3 (3.1)

合計 96 (100.0)

― ―57  J Nurs Studies N C N J  Vol.3 No.1 2004



表 3 基礎看護技術演習に関する研究内容 n＝87

研究内容コード カテゴリ(研究内容コード数，％)

無菌操作の実施場面を撮影したVTR視聴に基づく学生間評価による学生の看護技術習得状況 １．看護技術演習における視聴

覚器具の活用による学生の学習

態度および看護技術習得状況

(9)

Ⅰ．看護技術

教育における

教授方略およ

び教具活用に

よる成果(38，

43.7％)

滅菌手袋装着の実施場面を撮影したVTR視聴後に実施したイメージトレーニング法と反復練

習での，滅菌手袋装着時間，目標到達困難項目の比較

学習初期の学生のボディメカニクスに関する問題点の把握とそれに関する視覚的機器を用いた

指導前後での変化

ボディメカニクスの技術学習におけるベッドメーキング実施時の写真を用いたグループ学習に

よる身体各部の疲労度および意識的なボディメカニクス活用状況の変化

自己の無菌操作実施場面を撮影したVTR視聴に基づく自己評価・学生評価による練習前後での

学生の看護技術習得状況の比較

無菌操作の技術に関する教員作成のCAI教材活用の有無による学生の学習内容の比較

基礎看護技術各単元における教員自作ビデオを活用した学習による学生の理解度・関心度・看

護技術到達度の自己評価

脈拍・心拍の観察技術演習における生体シミュレーターの活用による学生の脈拍査定能力・循

環動態査定能力獲得状況および学習への関心・意欲の変化

浣腸液の注入される様子を観察できる教員作成モデルの使用による学生の高圧浣腸実施に関す

る学習内容

食事援助の技術演習における体験学習による学生の学習内容 ２．看護技術演習における体験

学習実施による学生の看護技術

習得状況(6)
排泄援助の技術演習における紙おむつ内への排尿体験による学生の紙おむつに対するイメージ

の変化および学習内容

病院食を用いた食事介助の技術演習における学生の学習内容

排泄援助に関する技術演習における紙おむつへの排尿体験学習による学生の看護技術習得状況

特定看護短期大学卒後3～5年の看護師による体験学習を通して習得した排泄援助技術に関す

る活用状況

全身清拭の技術演習における患者役割体験による学生の看護技術習得状況

ベッドメーキングの技術演習における探求的学習による学生の主体的学習状況および看護技術

習得状況

３．看護技術演習における探求

的学習実施による学生の学習態

度および看護技術習得状況(6)清拭の行為の根拠を探求する技術学習による学生の学習内容

開発された体位変換技術に関する演習における探求的学習による学生の看護技術習得状況，看

護技術に関する認識

開発された体位変換技術に関する探求的学習後の学生の臨地実習での実施状況

看護技術の根拠を学ぶ実験を取り入れた探求的学習に対する学生の評価，意見

発見学習方式を一部導入した食事・排泄援助技術演習実施後の学生の学習態度に関する自己評

価

基礎看護技術演習におけるグループ学習による課題の遂行および他学生への指導と技術評価の

導入により学生が学習した内容

４．看護技術演習におけるグ

ループ学習実施による学生の看

護技術習得状況(5)看護技術演習における課題の遂行，学生間での技術指導と評価に関するグループ学習実施後の

学生評価からみた看護技術習得の学習進度に伴う変化

基礎看護技術に関する知識体系を整理する作図をグループで実施したことによる学生の学習内

容

基礎看護技術演習における学生間でのデモンストレーション，グループ討議の実施による学生

の学習内容

基礎看護技術演習全般におけるグループによる課題学習実施に対する学生の意見と看護技術習

得状況

コミュニケーション技術演習における提示事例に対する援助計画立案・実施の授業展開による

学生の学習内容

５．看護技術演習における事例

学習実施による学生の学習活動

および看護技術習得状況(3)看護技術演習において提示事例に対する援助計画立案・実施の授業展開による学生の演習前・

中での学習活動内容

看護技術学演習において提示事例に対する援助計画立案・実施の授業展開による学生の看護技

術習得状況
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